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1春1夏 ｝秋 1冬 1年平均 1差準量
穀　　　　　類 工99 179 207 209 工99 240
い　　も　　類 24 49 128 33 59 30
砂　　糖　　類 6 13 9 11 9 6
菜子類および飲料 85 123 108 61 94 41
油　　脂　　類 3 6 16 3 7 10
豆および大豆製品 34 39 47 24 36 40






その他の野菜 101 21？ 100 145 141 100
海　　草　　類 1 2 3 1 2
?
魚　　介　　類 里 10s 工13 130 111 33
肉　　　　　類 7 工1 2 14 9 31
卵　　　　　類 工3 34 31 31 27 50
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ビ　　タ　　ミ　　ン　　B3 89．O工9．4 21．8106．419．91S．7ユ06．4 41．438．989．119．121．4
ビ　　タ　　ミ　　ン　　C S6．838．444．266．834．651．870．739．150．591．862．568．1
ビ　　タ　　ミ　　ン　　D 15．9 8．2 51．737．219．151．422．2王8．6 83．528．516．256．8
総体lii勺摂取栄養比率lg8・4122・71
































総　　蛋　　白　　質 工29．1 29．422．8135．850．237．014S．859．439．9163．13S，　O 23．3
動　物　性　蛋　白　質 148．546．13工．O工41．8 60．442．6204．995．O農6，3179．959．132．






ピ　　タ　　ミ　ソ　　C 92．S34．236．S67．734．o50．276．54⑪．o 52．2工03．1 78．O75．6
ビ　　タ　　ミ　　ン　　D 15．9 S．2 51．737．219．151．422．218．6S3．528．516．256．8
総休的摂取栄嚢比率 9S・9120．420．6
























































































































































































＼調査時K須アミノ醸＼＼＼ 春 ? ? ?、 理想`白質
Isole賦ciロe 297287289 295 270
Leucine 45145848⑪ 484 306
Lysi皿e 390 354400450 270
Methionine
bysヒi且e 212210 233232 270
Phe且ylalanine
syエosile 465 545 483 488 360
Thエeo虻鳳e 242227 256 265 180
Tエアpt。phan 86 81 78 74 go










































































































（％） （％） （％） （％） （％） （点）
平　　　衡　　　力
i棒上片足立ち） 15．4 0 69．2 15．4 0 3．ユ5
筋　持　久　力（体支持持続時≡継1）
o 38．5 38．5 23ユ o 3工5
瞬　　　発　　性
i立幅　と　び） 1翫4 仏7 46．2 15．4 15．4 2．92
調　　　整　　　力
i諏足連続とび越し） 猛7 23．1 46．2 23．1 o 315
　以上，漁業地域における幼児栄養の特色は，魚介類による蛋白質摂坂がきわめて多いことであ．
り，反面その問題点はビタミン摂取，とくに’軋A，ついで「V．Bエの摂取量の少ないことにあること
渉うかがわれた。これまでに調査して来た農村幼児の場合に比べ，著しい相違点は蛋白質摂取が量
朗に甚だ優れていることであり，一方ピタミソ摂取についての欠陥が両者に共通していることを確
認し，後考については食料入手の難易に余りかかわりないことを示唆するように思われた。
　近年，羅昆霧得は箸しく伸びて，都市化が進み，生活全般が豊かになり，従って栄養改善もかな
箏の戒果をあげているものと推定されるが，個々の家庭のそれは未だしの感が強く7とくに簡便さ
を歓する余り微量栄養索の不足を紹き易い食習慣へ移行しつつある親象力儲調査6｝・ユ4）よりうかがわ
潟る。このバランスを欠いた盤帯の栄養状態がそのまま発育期の幼児栄養に反映していることは等
覇建ふすζとの毒来底い聡題であると思われる。対象児も農・山村児に比霞れば食料の潤沢な環境
髭糞塾れている毛のの妻家庭食のみではパラソスを欠く栄養の摂り方を余儀なくされるのである瓜
擦育霧舞食演これをか騒舞甫是して驚ることを知り，幼児期における直接的栄養指導の必要性を痛
感させら轟潅。す瑳わちi栄養管理のゆきとどいた給食を給与することの意義ほ認識されるべきで
あ参．建癒の流遜｛生解障害となウている山村の幼児らこそ，この懸恵に浴せられるよう念願する次
第である。
　幼彊の建生潅1こ纒する系競鮪象砺究を企図してより5年を経遇し，一つの折りiヨを迎える1こ当
lj，ここで麺期の霧濁の一つ殖鷹らして，幼児期の栄ii蓬揚i導に寄せる期待を記しておき距いと思
う。栄獲敬讐封策嬉少なくと…もr正しい栄養知識の律得」と「漣いたい食品泰容易匿λ手でき惹環
境」，この二つ渉成立し得た場会にかなりの海業果iをあげ得る墾㊤と考えるbそ㊧場音，菰者㊤敷青
，t］N…か，後者の食糧流蓮の教善力重先力≦建よく論ttら彦し養とこ零…誓あ導力至，どちら亀衆くこと㊤でき
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ない必須条件であることはこれまでの実態調i査より痛感している。いずれも現代の複雑な多様化し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’つつある社会機構の中でその実現を期待することは簡単なことではないが，後者はさておき，前者
の栄養知識の啓蒙について，著者は一つの仮設を設定してみようと思うeそれは，知識欲旺盛で基
本的生活習慣の形成される幼児期において，正しい栄養摂取の基本を体得させ，引き続き学童期に
おいてさらに練磨し，子供のうちにこれを生活習慣として定着させることにより，人間のルーチン
の食事を正しく選択する能力を培うことが可能なのではなかろうかということである。その方法
は，他の基本的生活習慣と同様，体で覚えさせるべく，根気よく栄養指導を試みるのである。すな
わち，直接的な栄養指導として完全給食を，併せて間接1il勺な栄養指導として子供の心理を功みに活
用した栄養教育を，それぞれ専門の栄養管理者により実施されるような指導休制が要詰される。現
状からは余りにも遠い道程であるかも知れないが，先進諸外国のうち，アメリカに限ってみても唯
一の栄養教育誌であるJoロrnal　of　NutritiOn　Educationには，上述の仮設の設定がそう突飛なもの
でないことを示唆してくれる言敏が数多く登載されている．なかでもRec・mm・ndati・n・・f　Whi’
te　House　Pa且els　on　Nutrition　Education15｝は甚だ示唆に富んだ主張である。すなわち・「栄養指
導は，各個人をして，生涯を通してどんな立場におかれようと，自らの食物選択に賢明なる決定を
なさしめることを可磁こすべきである．（中略）早｝mより開始され，学童期を通して継続されるダ
イナミックな栄養教育は，食物に対する明確な態度を獲得するよう幼い子供たちを助け，さらに彼
ら自身の食物の選択に対する責任をとるよう年長の子供たちを助けることができる。」と捧べ，カ
リキュラム設定上の諸要素を分析し提言しているが，この試みはニクソン大統領の緊急な要講に基
き組織された，Th・Whi七・H。use　C。nf・・ence。f　F。。d，・Nut・iti・n・nd　Health16’（1969年12月）に
おいて企画された一連の栄養教育プログラムの一つである。
　折しも，「栄養・国の発展およびその計画」というテーマで1971年10月・アメリカのマサチニーセ
ッツ工科大学に栄養学者と経済学者が集うて開かれた国際シソポジウムにおいて，冒頭，メキシコ
のCRAVエOTO，　J。。q血n博士の「乳幼児期におけ砥栄養状態が・その後・その子供の発育灘
んでも，脳の働きにはある鰭が与えられて，それは一生回1夏しない・」1わという多くの鰍デー
タに基く確報告から始められ，1齢らずも躰代表の大鶴士個立栄養研究所長）の発言17｝’18’
＿＿
u胎児から生後聞もない闇の栄養が，・脳の発育に重大な影響をもつことは今や明ら身となって
いる。ところが，人間の身体の方の発育は1才から20才までの間に完成するが，この20年間の栄養
獅状態眼し悪しの変動があっても，追いか｝城長が可能なため・この20輔で励返えしがつ
くe頭脳の発育の方はせいぜい5才までだから，この5年闘がきわめて重要な期間だといえる。
（中略）この大切な5輔の穀撫1撫関心で醗育に力頓さf3・v・というのは・蘇の知能や
能力の上からみて轍置できないRli題で，　nAらか咽瀕任鹸うべきものであろう・」一磯
くくられたことを知り，その重みが今更のように痛感された。
　我が国では，今や幼鰍育銃実力職の段階となったので拗鼎1の栄難育に関し・隣接諸
科学の伽を得て拗懸離孫培堵と栄欝関騨者による条給鵬アブP一チが企図されるよ
一106　．一 県立新潟女子短大研究紀要
う，大きな期待を寄せつつ，今後ともささやかな研究を積み重ねて行きたい。
総 括
　幼児栄養をより的確に把握すべく，漁業地域幼児の栄養状態について検討を加えた。対象幼児は
14名で，7，10，2，4月の四季にわたり，連続した3日間（通年ユ2日聞）の食餌摂取状況を調査
し，併せて体位および体力の測定を行ない，先に報告した農村幼児の調査成績と比較した。その結
果は次のように要約される。
　（1｝漁業地域幼児のi摂取食品数は1入1日平均20～23品であり，農村幼児に比べ僅かながら多か
った。
　（2）食品群別摂取量では魚介類の摂取が通年差準量の3｛」4倍できわめて多いこと，乳類が基準
量に接近しており，しかも両食品とも季節による変動の少ないことが特徴であり，農村幼児にはみ
られない現象であった。しかしながら，緑黄色野菜の摂取は基準量の形以下であり，卵の摂取量も
少なく，しかも両者共季節的変動が認められたe
　（3｝栄養摂坂状況においても季節的変動曄忍められ，概して秋において良好で，春に低値であっ
た。通年で所要量を凌駕している栄養素は蛋白質，脂肪，カルシウムおよび鉄などであり，とくに
動物性蛋白質は全対象児力宝50年目標値をも凌駕した、摂取量の少ない栄養素はビタミソ類で，とく
にV．Aが低く35～62％の充足率であった。この動物性蛋白質摂坂の多いことは農村幼児と対照的で
あり，一方ピタミソ摂坂率の低いことは両者に共通せる問題点であった。
　｛4｝体重1kg当りの熱量および蛋白質摂坂量庶いずれも通年所要量を充足していたe
　（5）総体的摂坂栄養比率は98（春）～114（秋）％であり，農村幼児に比べて良好であった。
　（6）摂取蛋白質の動物性蛋白質比は52（夏）～70（秋）％と著しく高値であったカ㍉蛋白価は平
均81－（第一制限アミノ酸は含硫アミノ酸），日本卵価は69，日本人乳価は85，日本牛乳価は90であ
一b，EIT比は2・54であった。有効蛋白質量でみると・農村幼児の1・5～2倍に及んでv’た。一
…（7）対象児の体位は平均すると45年目標値にようやく到達したところであり，50年目標値に対し
ては身長は99％，同じく休重は97％であった。また，休力は平衡力・筋持久力・瞬発性・調整力の
4種目についての評価の平均値で表わすと，3．　09±（｝．　13点（3点を中位とする5段階の評定尺度に
よる）であった。いずれもとりたてて優れているとはいえず，むしろ平地農村幼児に若干劣ってい
るように思われ・た。
　終りに臨み，本研究に際して終始ご懇篤なご指導とこ校閲を賜りました本学の塚原叡教授に厚く
御礼申し上げます。また，対象地区の選定に多くのご示唆を賜りました本学の浅妻康二教授・調査
の進行上限りないご協力を賜秒ました新潟市北地区事務所の大島好係長と松浜漁業協同組合の南要
一理事，本学家政科食物専攻の学生の方々，さらに調i査対象の家庭の方々の1年闇にわたるご協力
に深く感謝申し上げます。
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